
























































































































 吮 い、匍伏して 前 み、奔走駭汗して、惟だ一人の愛憎を 是 れ 視 るは、豈に浩嘆を 興 すべから
す すす こ み おこ
ざらんや」。君主の意を受けて絵画制作に従事する者は、自立した画家たり得なかった。次
いで、杜甫が同時代の薛稷の壁画を評して「惜しい 哉 功名 忤 い、 但 だ見る書画の伝わるを」
かな たが た
と薛稷の不運を嘆いたのを、北宋の米芾が批判する『画史』の言が引かれる。黄賓虹は、米














く 覧 て 研 め求め」ることが何よりも急がれるし、それによって
み きわ





「習藝の士、悉く多く壁に向かいて虚しく造り、先民の 矩 矱 、率循する 由 無」き有り様で、か
の り よし
つて「怪」、「癡」と呼ばれた厳載や 陸 　 （張庚『国朝画徴録』巻中）のように「狂誕」をほ
りく い



















る誉、其の実に過ぎたる者は、其の 本 を 揣 らずして其の 末 を 斉 え、
もと はか すえ そろ
 徒 に形象位置彩
いたずら
色に斤斤とし、奥理に 冥 く 造 り、妙化神に入るに至りては、全く之を 講 めざるは、 豈 に 陋 し

















二歳の時、呉載和に宛てた手紙でも「近来 稍 稍 覚悟す、古人の世に名あるは、 皆 な偏るを補
よう やく み












るも、未だ無筆無墨にして、 徒 だ章法を襲い、 而 して 能 克 自ら樹立し、これを久遠に 垂 るる





化を参賛し、 陳 きを推して新しきを 出 だし、 力 めて時流を 矯 めて、其の 偏 毗 を 捄 い、古を学
ふる い つと た かた より すく
ぶも古に泥ま」ざる稀有な存在として最高位に位置づける。続いて筆法の要点を平、留、圓、














































































































り 外 冬心・板橋・石谿・八大・石涛・飲瓢らの作品の 若 き、合わせて百分の七八を占める 而 
ほか ごと の



























































































































































惜しいかな其の生泥の 制 る所 為 るや、既に未だ嘗て士大夫の重視する所と 為 らず。此を 業 









今日中国の藝術、人 猶 お四王の山水を写す者を以て 之 れが代表と為さんと欲す。吾 故 より題
な こ もと
を南京の 驢 に采り、斉白石が 蝦 蟇 を 看 、高愛林が





ら其の情を 遏 むる能わずして、過激の源と為すなり。但し 吾 等 向 に士君子
とど われ ら さき
の末に 附 きしを以て、画中の驢鼈、未だ人の鄙視するところ 為 るに致さず。豈に 糕 を売る者
つ た もち















































































は形を以て道を 媚 で、而して仁者は楽しむ。亦た 幾 からずや。」（南朝宋・宗炳「画山水序」）
め ちか









の神を伝う。若し形似を以て貴しと為さば、則ち名山大川は、観覧するに 遑 てず、真本 具 さ
あわ つぶ




































































































































るなり。今、画を 作 すに内なる美を重んぜざる者有り、一時人より悦を取るも、 終 に識者の
な つい
棄つる所と 為 り、 殊 に画道の難きを知らず。学力天分有るに非ざれば、像より離れて神を取
な こと















江山本如畫、内美静中参　江山は 本 と画の如く、内なる美は静中に 参 ず
も さん



















群策群力加勤劬　群策群力もて 勤 劬 を加え
きん く












































































































































































いて、Michael Sulivanは「As a work of art . it is uncomfortable and tasteless」と評する（『Art and Artists 




















Huang Binhong（黄賓虹1865－1955）and Xu Beihong（徐悲鴻1895－1953）are both famous 
painter in 20th century China. Their art was highly individual, so their essays on 
improvement of traditional Chinese painting (guohua) were very individual too.
Huang Binhong was born in Zhejiang Province, he was able to study painting in private 
colectins that were being dispersed in the area around his ancestral home.In 1907 he went 
to Shanghai ,where he wrote a numer of books on traditional Chinese painting. In his last 
years, his handling of brush and ink became particularly characteristic. He emphasized that 
the national character of Chinese painting can not be found beyond brush-and-ink.
Xu Beihong was born in Jiangsu Province. In his teens Xu took painting lessons from his 
father.In 1918 Cai Yuanpei（蔡元培）appointed him as a teacher in Beijing University, from 
that moment his future was assured. By the end of 1927, when he from Europe returned 
home, he had the firm belief of European classical Realism.
Xu Beihong had taken up Chinese bush and ink from the thirties, but his recognition of 
traditional brush-and-ink techique was completely diferent from Huang Binhong's. Base on 
analysis of their essays , I would investigate the causes of their diference in this paper.
On Huang Binhong and Xu Beihong and Their Essays 
on Improvement of Traditional Chinese Painting
